原告　後藤朋恵　主尋問
原告代理人：本件建物の著しい老朽化をはじめて認識したのはいつですか。

原告　　　：今年の１０月２日に、明け渡しをお願いするために、あの家に訪れたときです。

　原告代理人：取り壊しの必要性をはじめて認識したのはいつですか。

　原告　　　：１０月１８日の耐震診断の結果を知ったときです。専門的なことは分かりませんでしたが、小暮さんに説明して貰って必要性があると認識しました。

　原告代理人：そのときまでは、取り壊しの必要性を感じてはいなかったのですか。

　原告　　　：感じていませんでした。

原告代理人：うつ病はどのように発症しましたか？

　原告　　　：うつ病が判明したのは、今年５月野村さんに診断して貰ったときです。

　　　　　　　以前から夫に暴力を受けていたことが関係していると思います。

　　　　　　　辛いときはいつも、昔のことや両親のことばかり思い出しては夢に見ていました。

　原告代理人：浩之氏から暴力を受けることはありましたか？

　原告　　　：５月頃はほとんど毎日暴力を受けていました。深夜に帰ってくると、私の部屋にやってきて私を殴ったり蹴ったりしました。体中痣だらけで、本当につらい毎日でした。　

　原告代理人：夫との関係は原告の生活にどのように影響しましたか？

　原告　　　：浩之が家に帰ってきて行う暴力が怖くて、毎晩眠れませんでした。

　　　　　　　眠れなくなっては、夢の中でも両親に会えなくなって辛かったです。

　原告代理人：症状はどうなりましたか？

　原告　　　：体調はとても悪かったです。

　原告代理人：怯えることはありましたか？

　原告　　　：毎日怯えていました。

　原告代理人：現在の症状はどうですか。

　原告　　　：中釜さんの家にお世話になってから、症状はよくなりましたが、ここ一ヶ月はあまり変わっていません。

　原告代理人：よくなっていないのですか。

　原告　　　：よくなっていません。

　原告代理人：社会復帰は可能ですか？

　原告　　　：今のままではとうていできません。

　　　　　　　毎日昔の思い出を思い出している時間だけが、唯一私の心に希望が指す時間です。

　原告代理人：社会適応のためにはどんなことが必要ですか。　

　原告　　　：私は私の土地に戻って暮らしたいです。

　原告代理人：生きる活力を見いだせるのはそのときということですか。

　原告　　　：あの土地に戻れば生きる活力が湧きます。

　原告代理人：原告の本件土地における居住の必要性についてうかがいます。

　　　　　　　なぜ本件土地への転居を望むのですか。

原告　　　：あの土地に行けば両親が見守ってくれます。

　　　　　　　あの土地に行くと、私は昔のことがありありと思い出されます。

　　　　　　　庭で遊んで貰ったこと、母に将来の夢を話したこと、父が母とのなれそめを話して貰ったこともあります。庭のドングリの木があるのですが、それは、私の五歳の誕生日は両親と三人と植えたものなんです。

　　　　　　　そういったことが、あの土地に行くとありありと思い出されます。

　　　　　　　天涯孤独の身となった私には、昔の思い出にすがる以外、どうやって生きていけばいいか分かりません。

　原告代理人：中釜氏の家に同居するだけでは駄目なのか。

　原告　　　：気を遣ってしまうし、あの土地は私の土地なのになぜこんなに必要なときに返してもらえないのでしょうか。

　原告代理人：本件土地は絶対的に必要ということですか？

　原告　　　：はい

　原告代理人：平成１８年１０月１８日、原告は本件建物内に入りましたか。

　原告　　　：入りました。

　　　　　　　あの日は、訪ねると、家の中から加奈さんから入っていいという声がしたので入りました。

　原告代理人：原告らが小暮氏とともに本件建物を訪れたのは何時頃ですか。

　原告　　　：午後一時頃です。

　原告代理人：カライスコス氏は同行したのですか。

　原告　　　：はい。

　　　　　　　心強いと思って、私から同行を頼みました。

　原告代理人：部屋の様子はどうでしたか。

　原告　　　：家にはいると、異様な香りが強くして、お香と思うが気分を害するものでした。

　原告代理人：部屋の様子を見てどのように感じましたか。

　原告　　　：仏像のようなもの、仏像の絵が並んでいて異様な光景でした。

　原告代理人：建物の使用状況に変化はありましたか。

　原告　　　：以前はなかったような、畳の擦り切れやへこみ跡や焦げたあとが気になりました。

　原告代理人：明らかに変わりましたか？

　原告　　　：変わりすぎていて、とにかくショックでしばらく立ちつくして、言葉がありませんでした。

（１０号証１を示す）

　原告代理人：甲１０号証は原告が撮影したものか。

　原告　　　：間違いなく私が撮りました。

　　　　　　　しばらくしてから、写真に収めておこうと思って写真に撮りました。

原告代理人：原告が被告加奈の宗教活動に気づいたのはいつですか。

　原告　　　：耐震診断の時に部屋に入って、チラシが部屋に積まれていて、宗教活動について書かれた物で、ご自由にお取り下さいとあって、部屋の様子も明らかに異様だったので宗教活動をしていると思いました。

　原告代理人：他に宗教活動を推知するような事実はありましたか。

　原告　　　：９月１日に私は家の明渡しをお願いするため、突然訪ねたのですが、加奈さんの様子が明らかにおかしかったです。

白い衣装を着て現れたのですが、とてもあわてた様子で、将人氏にお会いしたいので待たせて貰えないかというと、今日は帰ってくれと強くいわれて、家の中に入れて貰えませんでした。

　原告代理人：今になると、そのような事実も宗教活動を推知させるものであったということですか。

　原告　　　：そうです。

　原告代理人：そのとき、じろじろ家の中を見たりすることはありましたか。

　原告　　　：そんなことはしていません。私はまず加奈さんがでてきたことに驚いていました。

（甲１７号証を示す）

　原告代理人：甲１７号証を読みましたか。

　原告　　　：読みました。

　　　　　　　中釜さんのお宅で、１１月の中旬頃に読んで、宗教活動方面の注意を促す記事なので、私はすぐにぴんと来て、黒沢さんと連絡を取りました。

　原告代理人：その後どのように対処しましたか。

　原告　　　：翌日、早速黒沢さんにうかがって、話を聞きました。

　　　　　　　大学生から写真立てを入手しました。

　　　　　　　加奈さんで間違いありません。

　原告代理人：裁判所に対していいたいことはありますか。

　原告　　　：あの土地は私の土地です。私の心の傷が回復するには、あの土地に済むことが絶対に必要です。

　　　　　　　天涯孤独の今、思い出にすがる以外どうやって生きていけばいいのか分かりません。

　原告代理人：被告に対していいたいことはありますか。

　原告　　　：タマさんの病状はとても重いようで、介護も大変かと思いますが、タマさんには一生懸命介護してくれる家族がいることがとても羨ましいです。

　原告代理人：以上です。

原告　後藤朋恵　反対尋問

被告代理人：あなたと被告の陳述内容がかみ合っていないので、陳述書の信用力について聞きます。

　　　　　（甲８号証を示す）

　　　　　　陳述書に虚偽偽りはありませんね。

原告　　　：ありません。

被告代理人：２ｐ.５行目に、「貸すつもりはありませんでした」という記載があるが、つまりあなたは、将人が現れて初めて賃貸する決意に至ったということですね。

原告　　　：はい

被告代理人：（甲５号証の１を示す）

　　　　　　甲５号証の１の目的について、将人さんに貸すことが決まったから調べたと書いてあるがそれでいいですね。

原告　　　：はい

被告代理人：甲５号証はいつ作成されたものですか？

原告　　　：２０００年１２月９日です。

被告代理人：あなたは、２０００年１２月に、将人さんに貸すために、この調査を行ったということですね？

原告　　　：そうです。

被告代理人：初めて将人に会ったのはいつですか？

原告　　　：沈黙

被告代理人：（甲１５号証を示す）甲１５号証２ｐ．３(1)に平成１３年１月と書いてある。つまり２００１年の１月です。あなたは、将人さんに会う前に既にこれを行っている。ということは、賃貸借を行う目的で調査を行ったといったが、将人さんに初めて会う前に行ったということは、他の人に賃すつもりがあったということですか。

原告　　　：そういうわけではありません。

被告代理人：では、なぜこれはこうなっているのですか

原告　　　：これは日付が間違っているんです。

被告代理人：会社が出しているものが間違えるわけがありません。それに、２０００年の１２月９日と、あなたは言いました。

原告　　　：私が作ったものではないので。

被告代理人：あなたが作ったものではなくても…

裁判長　　：原告はうつ病なので、もっとやわらかく質問して下さい。

被告代理人：私たちは原告がうつ病だと考えていません。

裁判長　　：裁判所はそう考えています。

被告代理人：原告は答えられないと言うことで、次の質問に行きます。

被告代理人：あなたの病気の原因は浩之氏の暴力によるんですよね？

原告　　　：はい。

被告代理人：浩之氏が住むこの地域に住み続けるのは、あなたのうつ病によくないのではありませんか。

原告　　　：どうしてですか。

被告代理人：浩之氏に会うことで、昔の記憶が呼び起こされて、かえって社会復帰が妨げられることは考えられませんか？

原告　　　：考えられません。

被告代理人：なぜですか。

原告　　　：沈黙

被告代理人：時間がないので次の質問に行きます。

　　　　　　あなたは、西早稲田地区の他の物件に住めないと言いました。

　　　　　　しかし、病気のデータとして、あなたの病気が重度だったのが回復に向かったという事実がありますが、この地域ならどこでも回復するのでは？

原告　　　：いいえ。

被告代理人：ではなぜ回復したのですか？

原告　　　：夫と別居するようになったからです。

被告代理人：ということは、夫という要因がなくなれば回復するということですか？

原告　　　：しかし、中釜さんの家に住んでいても、ここ一ヶ月は全く回復していません。

被告代理人：中釜さんの家に住んでいて、回復したのは事実ですね？

原告　　　：それは、暴力を受けることがなくなって、ストレスが減ったからです。

被告代理人：それがうつ病の回復原因ですね。

　　　　　　次の質問に移ります。

被告代理人：建物の老朽化を１０月２日に認識したと言うことですが、この日は、玄関先で話しただけですね？

原告　　　：いいえ、家に入りました。

被告代理人：仮にそういう事態があったとして、屋根に上ったり、床下にもぐったりしましたか？

原告　　　：それは、証拠の写真のことですか？

被告代理人：いえ、違います。あなたは、訴状で既に、詳しい老朽化の状態について記載しています。

　　　　　　そんなことは、１０月２日に屋根に上ったり、床下にもぐったりしなければ分かりませんね？

原告　　　：いえ。そんなことはしていません。

被告代理人：ということは、賃貸借の当時から、本件建物の老朽化を認識していたと解釈して構いませんね。

　以上です。

